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戻
戸
膚
煉
蛾
慨
間
閃
ヘ

l
u
-
-
わ
恵
問
せ
4
b
(
j

ア
ン
介
J
I
l
-
-
卜
祉
相
田
木
よ
り

外
国
人
労
働
者
の
ケ
ガ
、
病
気
。

労
働
災
害
で
の
負
傷
疾
病
で
あ
れ
ば
労

災
保
険
を
適
用
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
私
傷
病
の
治
療
で

は
話
は
別
だ
。
日
本
人
の
場
合
、
健
康
保

険
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
非
定
住
外

国
人
の
多
く
は
治
療
費
を
実
費
で
負
担
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
観
光
ビ
ザ
で
入
国

し
た
外
国
人
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
は
実
質
的
に
で
き
な
い
か
ら
だ
。

安
全
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
ん
だ
外
国
人
労

働
者
の
労
災
の
ケ

i
ス
に
も
、
併
発
し
た

私
傷
病
の
治
療
費
支
払
い
に
苦
慮
し
た
も

の
が
あ
る
。

非
定
住
外
国
人
は
、
国
民
健
康
保
険
に

入
る
こ
と
も
で
き
ず
、
高
い
治
療
費
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
生
活
保
護

を
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
た
め

外
国
人
の
生
命
と
健
康
は
脅
か
さ
れ
、
一

方
、
医
療
機
関
も
ま
た
治
療
費
の
未
収
に

悩
む
状
況
は
、
最
近
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
外
国
人
医
療
問
題
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
に
、
安
全
セ
ン
タ
ー
も
参

加
し
て
い
る

R
I
N
K
の
医
療
部
会
が
、

大
阪
、
兵
庫
の
医
療
機
関
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
の

で
、
以
下
に
報
告
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
医
療
機
関
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
ま
た
は
医
師
に
宛
て
、
医
療
機

関
側
の
意
見
を
寄
せ
て
頂
い
た
。
(
質
問

の
記
号
は
本
誌
の
た
め
に
付
け
直
し
た
も

の
で
あ
る
。
)

回
答
を
頂
い
た
医
療
機
関
の
数
は
五
三

(
大
阪
三
八
¥
兵
庫
一
三
な
ど
)
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
を
診
察
し
た
経
験
が

あ
る
。
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口
外
国
人
患
者
の
受
け
入
れ
に
関
し
て

回
答
を
寄
せ
た
医
療
機
関
の
約
半
数
は
「

健
康
保
険
を
持
た
な
い
外
国
人
に
対
し
て

一
O
割
の
医
療
費
を
請
求
す
る
と
答
え
た
。

間
一
ア
‘
経
済
的
に
支
払
い
能
…
カ
の
な
い
外

園
人
…
へ
の
対
応
は
n
f
λ

複
数
回
答



-

減

免

措

置

を

取

る

十

三

.
検
査
・
投
薬
を
で
き
る
だ
け
控
え
る十

一

・
生
活
保
護
の
緊
急
医
療
扶
助
を
申
請十

一
十
九

-
一
雇
用
者
に
は
た
ら
き
か
け
る

・
国
・
行
政
に
は
た
ら
き
か
け
る

間
ペ
…
…
一
網
開
7
I
…
鴨
川
叶
生
活
保
縫
…
ぷ
い
と
回
答
一

日
告
れ
た
方
代
…
…
汁
…
…
愚
者
…
の
在
留
資
格
…

…
は
か
行
絞
め
対
応
は
…
?
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…

細
川
久
…
…
間
?
で
画
一
…
…
I

…行政…;…

ι………
ι…
回
答

……………………………………

8
…
れ
た
方
へ
一
日
…
…
園
川
…
行
政
機
関
内

一
一
…
…
…
…
…
…
特
に
福
祉
事
務
所
、
保
健
所
介
入

…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
協
同
沢
一
の
対
応
ほ
か
日
…

※
問
イ
「
つ
で
寄
せ
ら
れ
た
回
答
に
よ
る

と
、
九
O
年
の
厚
生
省
に
よ
る
通
知
以
降

は
、
超
過
滞
在
の
外
国
人
へ
の
生
活
保
護

の
申
請
は
却
下
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「

問
い
合
わ
せ
し
か
せ
ず
「
正
式
な
申
請
を

し
な
い
と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。
最
も
ひ

ど
い
例
は
、
医
療
費
は
生
活
保
護
で
対
応

す
る
と
行
政
か
ら
言
わ
れ
¥
入
院
を
受
け

入
れ
た
が
¥
後
日
に
な
り
厚
生
省
の
見
解

に
よ
り
生
活
保
護
を
適
用
で
き
な
い
と
前

言
を
翻
さ
れ
¥
そ
の
後
医
療
費
が
か
さ
み
¥

必
要
最
小
限
の
治
療
が
済
ん
だ
段
階
で
退

院
と
い
う
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

開

zi
…
…
健
康
保
険
を
脅
し
必
い
外
間
人
の

…
医
療
費
に
い
つ
い
て
の
意
見
を
日
…
…
…
…
…
…
…

・
生
活
保
護
の
適
用
、
あ
る
い
は
公
的
助

成
制
度
な
ど
法
的
整
備
を
。
十
二

・

す

べ

て

保

険

へ

の

加

入

を

二

.
公
的
病
院
で
も
治
療
を
行
っ
て
ほ
し
い

日
本
人
も
無
保
険
者
は
自
費
診
療
三

な
ど

口
言
葉
の
問
題
に
関
し
て

開申
4
1

外
開
題
…
で
の
診
察
は
一
可
能
か
…
?

は

い

三

六

い

~

え

一

O

関
税

可
能
な
言
語
は
何
穏
で
す
か
…
?

英

語

三

九

ハ

ン

グ

ル

三

中

国

語

五

ド

イ

ツ

-

語

一

問
中
川
外
国
人
の
診
療
で
言
葉
の
問
題
を

…
…
…
:
…
解
決
す
る
応
は
り
意
見
を
。

・
通
訳
の
派
遣
を

・
患
者
に
言
葉
の
分
か
る
同
伴
を

一一一
な
ど

問
ク
‘
田
法
績
の
錯
…
せ
な
い
患
者
の
受
け

…
λ
…
れ
…
を
ど
う
煮
え
ま
す
が
か
(
複

数
回
答

g…一

・

積

極

的

に

受

け

入

れ

た

い

二

.
日
本
人
と
分
け
寓
て
な
く
受
け
入
れ
た

二
五

・
言
葉
の
問
題
が
あ
り
ー
で
き
れ
ば
受
け

入

れ

た

く

な

い

一

三

・
時
間
が
か
か
る
の
で
、
で
き
れ
ば
受
け

入

れ

た

く

な

い

三

・
医
療
費
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
で
き
れ
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ば

受

け

入

れ

た

く

な

い

八

※
外
国
人
の
患
者
受
け
入
れ
に
積
極
的
で

な
い
回
答
ガ
多
い
印
象
を
受
け
る
が
、
こ

れ
も
、
言
葉
ー
医
療
費
の
問
題
で
不
安
が

あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
基
本

的
に
は
平
等
に
医
療
を
提
供
し
た
い
¥
ま

た
救
急
の
患
者
は
拒
め
な
い
と
い
う
意
見

が
目
立
っ
た
。

聞
か
ー
…
…
…
外
国
人
一
の
診
療
必
関
じ
て
の
意
見

一…………………いをゆ………一………………………………………………………………

「
生
活
保
護
の
適
用
の
他
ー
公
的
助
成
制

度
を
。
最
終
的
に
病
院
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
」

「
ケ
ー
ス
は
少
な
い
が
ー
初
診
は
全
て
時

間
外
の
救
急
扱
い
だ
っ
た
。
受
診
を
で
き

る
だ
け
控
え
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ

て
か
ら
来
る
可
能
性
ガ
強
い
と
思
う
。
」

「
対
策
も
な
し
に
切
り
捨
て
て
お
り
、
民

間
病
院
の
犠
牲
の
上
一
に
国
が
涼
し
い
顔
を

し
て
い
る
の
は
問
題
。
」

「
外
国
人
の
行
旅
病
人
扱
い
ー
生
活
保
護

扱
い
は
絶
対
し
な
い
旨
、
福
祉
事
務
所
よ

り
再
三
申
し
出
あ
り
、
救
急
受
け
入
れ
医

療
機
関
と
し
て
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
。
」

「
収
入
の
あ
る
外
国
人
に
は
保
険
診
療
の

適
用
を
。
」

「
言
葉
の
関
係
で
問
題
が
あ
っ
た
。
」

口
患
者
に
関
し
て

同
時
に
「
回
答
し
た
医
療
機
関
で
こ
の

一
年
間
の
外
国
人
患
者
の
診
療
ケ
ー
ス
を

対
象
と
し
て
総
数
調
査
も
行
っ
た
。
九
二

年
ー
九
一
年
の
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
ー

そ
れ
以
前
の
ケ
ー
ス
も
件
数
に
含
め
た
。

受
診
者
総
数
は
二
七
九
名
¥
男
女
ほ
ぼ

同
数
。
患
者
の
国
籍
で
、
最
も
多
か
っ
た

の
が
「
韓
国
で
三
四
名
。
こ
れ
に
「
フ
ィ

リ
ピ
ン
一
七
「
中
国
一
四
「
タ
イ
ー
台
湾
ー

ブ
ラ
ジ
ル
ガ
各
七
、
イ
ラ
ン
ガ
五
・
:
と
続

く
。
年
齢
は
二

O
代
が
半
数
弱
を
占
め
て

い
る
。

。
保
険
の
有
無
・
種
類

-

保

険

な

し

一

六

六

・

国

保

六

七

・

社

会

保

険

一

九

・

白

賠

責

五

・

労

災

五

・
そ
の
他
の
保
険
(
民
間
な
ど
)
一

0

・
生
活
保
護
(
但
し
「
九
O
年
以
前
の

ケ

ー

ス

)

四

な
ど

。
治
療
費
未
払
い

二
二
件
報
告
さ
れ
た
。
高
額
な
も
の
で

は
¥
約
五
O

O
万
円
(
但
し
「
分
割
払
い

の
約
束
)
「
約
一
(

)

O

万
円
の
ケ
ー
ス
ガ

二
件
(
内
一
件
は
後
払
い
の
約
束
)
あ
る
。

-3-

※
そ
の
他
¥
気
づ
い
た
点
と
し
て
は
「
救

急
で
の
患
者
が
三
八
名
お
り
ー
内
一
九
名

は
救
急
か
つ
入
院
で
あ
る
。
ど
う
に
も
な

ら
な
く
な
る
ま
で
医
療
機
関
に
行
か
ず
に

我
慢
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
こ
と
が
「
十
分

に
予
想
さ
れ
る
。



閉
ざ
さ
れ
た
保
険
加
入
・
生
活
保
護

早
急
に
改
善
を

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
言
葉
と
治
療
費

の
問
題
に
重
点
を
置
い
た
質
問
を
設
定
し

た
が
、
自
由
に
意
見
を
書
く
欄
で
も
こ
の

問
題
へ
の
意
見
が
集
中
し
た
。
外
国
人
医

療
の
主
な
問
題
は
こ
の
二
つ
な
の
だ
ろ
う
。

言
葉
が
通
じ
な
い
と
治
療
上
必
要
な
意

志
疎
通
が
で
き
ず
非
常
に
困
る
、
通
訳
を

派
遣
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
は
多
か
っ
た
。

通
訳
派
遣
制
度
な
ど
早
急
に
対
策
を
講
じ

る
べ
き
だ
ろ
う
。

治
療
費
支
払
い
で
問
題
が
生
じ
る
の
は
、

外
国
人
の
健
康
保
険
加
入
が
難
し
い
こ
と

が
大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
保

険
加
入
者
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
少
な

か
っ
た
が
、
資
格
外
労
働
者
を
雇
っ
て
い

る
こ
と
の
発
覚
へ
の
事
土
木
主
の
不
安
が
あ

る
の
だ
と
思
わ
れ
る
c

国
民
健
康
保
険
も
、

厚
生
省
が
加
入
資
格
に
つ
い
て
「
入
国
当

初
の
在
留
期
聞
が

l
年
以
上
の
も
の
」
と

今
年
3
月
に
通
知
、
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
の

外
国
人
に
そ
の
加
入
の
道
を
実
質
的
に
閉

ざ
し
て
い
る
。
保
険
に
入
れ
な
い
の
で
外

国
人
は
治
療
費
を
自
費
で
支
払
わ
ね
ば
な

ら
ず
、
高
額
で
あ
れ
ば
支
払
え
な
く
な
る

可
能
性
も
大
き
く
な
る
。
治
療
費
を
支
払

え
な
い
場
合
、
生
活
保
護
に
よ
っ
て
救
済

す
る
方
法
が
あ
る
が
、
外
国
人
に
つ
い
て

は
九
O
年
一

O
月
に
厚
生
省
が
「
非
定
住

外
国
人
の
緊
急
医
療
に
対
す
る
生
活
保
護

の
適
用
を
認
め
な
い
」
と
通
知
、
適
用
さ

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ

出
り
コ
リ
ぷ
宍
時
間
は
そ
g
q
w
t
S
門
出
症
の
川
曜
か
カ
シ
パ
で
忠
日
正
一
一

6
割

未

加

入

一

山
れ
什
州
民
間
叱
rザ
F
入
川
。
j
k
、
唱
和
し
て
い
た
，
乳
児
杭
へ
川
、
同
り
x
u
t
い
の
一
塁
。
一

品

r一
兆

弘

氏

子

向

け

と

い

た

。

負

阿

虫

干

、

2

4

ん

と

u

一

竺

民

間

同

体

制

置

サ

γ
y
-
a
E

・ケ
1
1
3

一

京
間

t、
長

め

m

m

L

e

に

、

町

議

J

F

一

品

目

以

最

高

阿
川
山
H
W
リ
加
2
一
芝
町
、
H
j
m
M
川
川
府
且
ノ
レ
l
y
F
人
f
、
e
u
，
が
に
一
F
d
h
y
l
M
H
m
閉
式
小
b
(

!

}

J

J

1

i

γ

p

l

E

三

・

h

J

1

1

2

一

U
U
品
川
3
J
L
E
山
内
門
句
、

1

1

川
、
保
引
内
品
出
町
一
に
小
川
の
似
u
U
M
-
-
A
ヘ

山
山
た
"
し
か
し
、
控
訴

u
a酬
の
出
H
T
h
p
z
院
に
入
町
剛
担
げ
の
制
限
一
f
h
w
山
晶
、
た
ハ

入
院
打
払
え
れ
町
民
m
K
か
か
っ
陀
吉
川
了
内
山
一
・
ヶ
1
1
1
T
A
I
J
一

ι
I
1片
山

川

山

割

問

I
Y柄
小
川
小
山

A
i
-
-
1川
川
市
早
川
山
か
竹
一
一
山
自
川
、
E
Z
一

一
.
a
p
d
:
ー
府
間
し
一
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の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
表
れ
て
い
る
。

治
療
費
が
未
収
に
な
る
不
安
か
ら
治
療
を

必
要
最
小
限
に
と
い
う
こ
と
も
多
く
な
る

わ
け
だ
。
最
終
的
に
医
療
機
関
が
治
療
費

を
回
収
で
き
な
い
ケ

l
ス
も
実
際
に
起
こ

っ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
で
伝
え
ら
れ
る
外

国
人
の
診
療
拒
否
、
た
ら
い
回
し
と
い
っ

た
出
来
事
は
、
こ
う
し
た
矛
盾
の
行
き
着

く
先
と
言
え
よ
う
。
外
国
人
医
療
の
制
度

的
切
り
捨
て
は
、
患
者
の
生
命
、
健
康
を

脅
か
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
現

場
に
も
ま
た
そ
の
矛
盾
を
押
し
つ
け
て
い

る
の
だ
。

日
本
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
、
資
格

外
就
労
の
状
態
を
前
提
と
し
た
制
度
は
取

れ
な
い
と
し
て
、
入
国
管
理
体
制
を
優
先

さ
せ
、
そ
の
結
果
、
外
国
人
労
働
者
は
当

然
保
障
さ
れ
る
べ
き
諸
権
利
を
剥
奪
さ
れ

た
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
医

療
に
限
っ
て
も
、
現
在
の
国
際
的
規
範
と

し
て
は
、
九
O
年
二
一
月
に
国
連
で
採
択

さ
れ
た
『
す
べ
て
の
移
住
労
働
者
と
そ
の

家
族
の
権
利
の
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約

』
で
、
緊
急
に
必
要
な
医
療
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
こ
と
、
緊
急
医
療
は
そ
の
者

の
在
留
又
は
就
業
が
不
正
規
で
あ
る
と
の

理
由
で
拒
絶
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
旨
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
入
管
法
を
最

優
先
さ
せ
る
日
本
の
あ
り
方
は
国
際
的
な

流
れ
に
も
反
し
て
い
る
の
だ
。

首
都
圏
で
も
外
国
人
医
療
の
問
題
は
深

刻
化
し
て
い
る
。
東
京
都
で
は
行
き
倒
れ

の
病
人
救
済
が
目
的
の
『
行
旅
病
人
取
扱

法
』
を
、
こ
の
六
月
か
ら
外
国
人
に
も
適

用
を
開
始
し
た
。
国
・
他
の
自
治
体
に
も

早
急
な
改
善
策
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
現
在

外
国
人
医
療
で
現
場
の
直
面
し
て
い
る
困

難
は
う
か
が
い
う
る
。
こ
う
し
た
状
態
に

置
か
れ
た
外
国
人
の
社
会
保
障
を
早
急
に

実
現
す
る
こ
と
も
ま
た
重
要
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。
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の
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全
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セ
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タ
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連
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会
議
編

A
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O
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O
円
(
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※
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ず
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も
、
発
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書
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発
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書
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当
セ
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タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ
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菜
の
花
診
療
所
設
立
に
向
け レ

イ
ア
ウ
ト
雄
m白
山
ル
'
'

関
岡
山
門
附
帽
川
中
W
A
柄
引
t
、
申
仇
U
7
l
f
」
=
?
明
日
付
ロ
H
H
a
F
'
a
F
'

出
資

• 

寄
付
の
集
中
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

* 

九

州

代

東
南
地
域
に
診
療
所
を
設
立
す
る
計
画
が
具
体
化
し
て
す
で
に

二
年
。
未
経
験
者
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

も
六
月
に
は
開
院
場
所
も
決
定
し
、
現
在
は
設
計
を
終
え
工
事
着

工
も
目
前
に
し
て
よ
う
や
く
菜
の
花
診
療
所
の
輪
郭
も
見
え
始
め

ま
し
た
。

準
備
会
で
み
つ
も
っ
た
開
業
必
要
経
費
は
五
五
O
O
万
円
。
こ

の
資
金
を
設
立
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
、
団
体
か
ら

の
出
資
、
寄
付
に
よ
っ
て
ま
か
な
い
た
い
と
考
え
、
準
備
会
発
足

当
初
よ
り
出
資
・
寄
付
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
い
わ
い
多
く
の
方
々
に
設
立
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
す

で
に
約
三
0
0
0
万
円
ほ
ど
の
資
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
目
標
と
す
る
金
額
に
は
及
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

保
険
診
療
開
始
を
十
二
月
に
控
え
、
安
全
セ
ン
タ
ー
の
会
員
、
購

読
者
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
安
全
セ
ン
タ
ー
の
新
し
い
試
み
へ
の

ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
す
る
し
だ
い
で
す
。

外
国
人
労
働
者
の
問
題
が
端
的
は
示
す
よ
う
に
、
未
組
織
労
働

者
の
労
働
条
件
は
労
基
法
以
下
の
水
準
に
抑
え
ら
れ
、
不
安
定
な

雇
用
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
と
い
う
社
会
変
化
も
ま
た
、

家
族
の
介
護
の
問
題
や
退
職
後
の
社
会
参
/
加
や
社
会
保
障
と
い
っ

た
新
た
な
問
題
を
労
働
者
に
突
き
つ
け
て
い
ま
す
。
「
健
康
に
働

く
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ど
の
よ
う
な
内
実
を
こ
め
て
い
く
の

か
が
、
今
あ
ら
た
め
て
間
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

と
も
多
く
の
方
々
に
設
立
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

常
木
の
骨
化
払
説
W
崎

幡

宮

前

設

占

け

斗

の

…

…

山
山
漁
貝
・
忠
則

μ
刊
に
つ
い
て

【
出
資
〕

口
数
制
に
し
て
い
ま
す
。
出
資
金
は
拠
出
が
な
さ
れ
た
臼
よ
り
五
年
を
経
…
…

…
…
過
し
て
以
降
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
無
利
子
に
て
返
還
い
た
し
ま
す
。

付

個

人

一

口

五

0
0
0
円

山

同

団

体

一

口

一

0
0
0
0
円

…

…

門
寄
付
】

口
数
制
は
取
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
い
か
ほ
ど
な
り
と
も
ご
協
力
下
さ
い
。

"

【

振

込

先

】

…

一

郵

便

振

替

大

阪

七

l
八
五
一

O
三

「
菜
の
花
診
療
所
設
立
準
備
会
」

労

金

天

王

寺

支

庖

普

通

四

一

七

六

三

六

四

…

…

「
診
療
所
設
立
準
備
会
代
表
山
中
真
清
」
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順
禁
事
一
品
質
一

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

4

(

⑩
 

山
灰
仲
跳
ん
」
'
力

1
1
4小
勺
〆
制
夜
口
問

T
4
泊
場

福
本
高
助
さ
ん

ー
ー
福
本
さ
ん
の
経
験
し
た
粉
じ
ん
の

仕
事
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
た
か
。

福
本
牛
深
(
熊
本
県
)
の
魚
貫
炭
鉱
で

昭
和
二
九
年
か
ら
三
七
年
ま
で
働
い
て
、

知
り
合
い
の
誘
い
で
そ
の
後
は
大
阪
ヘ
出

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
色
々
な
仕
事
を

し
ま
し
た
け
れ
ど
、
昭
和
四
O
年
に
カ
ー

ボ
ン
を
旋
盤
で
削
る
仕
事
を
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
粉
じ
ん
の
仕
事
と
い
う
こ
と
で

は
、
こ
の
二
つ
に
な
り
ま
す
。

l

i

ー
と
い
う
こ
と
は
、
最
後
の
粉
じ
ん

作
業
は
後
の
カ
ー
ボ
ン
の
仕
事
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

福
本
え
え
、
そ
う
で
す
。
尼
崎
に
あ
っ

た
工
場
で
、
た
っ
た
コ
マ
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
働

い
た
だ
け
で
す
け
ど
、
カ
ー
ボ
ン
の
粉
じ

ん
は
も
の
す
ご
い
も
ん
で
し
た
。

|
|
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
た
ん
で
す

カ福
本
カ
ー
ボ
ン
の
丸
い
固
ま
り
を
旋
盤

で
削
る
仕
事
で
、
少
し
し
か
い
な
か
っ
た

も
ん
で
す
か
ら
一
体
何
に
使
う
の
か
知
ら

な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
真
っ
黒
い
粉
じ
ん

が
仕
事
を
し
て
い
る
問
中
ず
っ
と
出
て
い

ま
し
た
。

真
っ
黒
に
な
る
ガ
!
ゼ
マ
ス
ク

|
|
マ
ス
ク
な
ん
か
は
ど
う
し
て
い
た

ん
で
す
か
。

福
本
普
通
の
も
の
を
使
っ
て
ま
し
た
o

i

l

-

風
邪
を
ひ
い
た
時
に
使
う
み
た
い

、l
h
h
O

』
J
h
i福

本

そ
う
そ
う
。

一
日
使
っ
た
ら
真
っ

黒
で
、
隙
聞
に
な
る
鼻
の
横
の
と
こ
ろ
な

ん
か
は
カ
ー
ボ
ン
が
黒
く
た
ま
っ
て
い
た

ぐ
ら
い
で
す
。

ー
ー
そ
う
す
る
と
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
ん

だ
ん
で
し
ょ
う
ね
。

福
本
そ
ん
な
マ
ス
ク
だ
か
ら
息
が
苦
し

い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
か
ら
仕

事
中
ず
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。

|
|
息
が
苦
し
く
な
い
と
い
う
の
は
、

逆
に
ほ
と
ん
ど
粉
じ
ん
は
素
通
り
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
他
の
粉
じ
ん

対
策
は
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

福
本
旋
盤
の
そ
ば
に
削
り
カ
ス
を
吸
い

込
む
口
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
粉
じ
ん

に
は
何
の
関
係
も
な
い
感
じ
で
、
濠
々
と

た
っ
て
い
ま
し
た
。
手
袋
も
真
っ
黒
だ
し
、

疾
を
吐
け
ば
真
っ
黒
。

1

1

1

ゴ
プ
ヶ
月
で
や
め
た
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
事
情
か
ら
で
し
た
か
。

福
本
と
に
か
く
粉
じ
ん
が
ひ
ど
く
、
こ

ん
な
仕
事
は
や
っ
て
ら
れ
ん
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

ー
ー
ー
炭
鉱
と
く
ら
べ
て
ど
う
で
す
か
。
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福
本
炭
鉱
は
掘
進
を
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
ま
で
ひ
ど
い
気
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
い
ま
の
じ
ん
肺
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
の
は
期
聞
か
ら
み
て
ほ
と
ん
ど
炭

鉱
の
せ
い
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
と
に
か

く
ひ
ど
か
っ
た
で
す
。

|
|
福
本
さ
ん
は
大
阪
に
来
て
か
ら
、

か
な
り
仕
事
を
変
え
て
い
ま
す
ね
。

福
本
ボ
ー
ル
盤
の
仕
事
、
旋
盤
、
メ
ツ

キ
、
そ
れ
か
ら
塗
装
も
や
り
ま
し
た
。

メ
ッ
キ
が
一
番
長
く
て
、
五
七
年
の
退
職

の
こ
ろ
ま
で
五

1
六
年
や
っ
て
い
ま
す
。

|
|
五
七
年
か
ら
後
は
仕
事
に
つ
い
て

お
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
が
。

福
本
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
な
ん
で
す
。

息
切
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
、
咳
、
疾
も
止

ま
ら
ず
、
仕
事
ど
こ
ろ
で
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

l

l

仕
事
を
や
め
る
と
言
っ
て
も
生
活
、

経
済
的
な
問
題
は
ど
う
し
ま
し
た
か
。

福
本
上
の
子
供
が
中
学
生
で
し
た
か
ら
、

や
は
り
困
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
働
け
な
い

ん
だ
か
ら
こ
れ
は
し
ょ
う
が
な
い
。
障
害

年
金
と
家
内
が
働
い
て
い
た
の
で
そ
の
収

入
で
生
活
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

|
|
じ
ん
肺
の
労
災
申
請
に
到
る
ま
で

の
経
過
は
ど
う
で
し
た
か
。

福
本
退
職
の
頃
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

で
じ
ん
肺
の
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
毎
年
自
費
で
レ

ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
六
二
年
に
住
ん
で
い
る
東
大
阪
の
病

院
で
撮
っ
て
も
ら
う
と
、
も
う
症
状
は
進

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
昔
の
同
僚
の
勧
め
で
セ
ン
タ
ー

に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
訳
で
す
。

困
っ
た
心
臓
病
治
療
中
の
労
災
補
償

ー
ー
ー
福
本
さ
ん
は
じ
ん
肺
以
外
に
心
臓

の
方
の
病
気
も
さ
れ
ま
し
た
ね
。

福
本
二
年
前
に
大
変
な
心
臓
の
手
術
を

東
京
の
大
き
な
病
院
で
受
け
ま
し
た
。

|
|
そ
う
で
し
た
ね
。
じ
ん
肺
に
よ
る

労
災
の
療
養
中
に
、
心
臓
の
治
療
の
た
め

長
い
間
入
院
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

聞
の
労
災
補
償
、
特
に
休
業
補
償
は
ど
う

す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

れ
は
、
結
局
は
東
京
の
病
院
で
も
じ
ん
肺

の
治
療
を
継
続
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

支
給
の
決
定
を
受
け
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。

福
本
労
災
の
せ
い
で
働
け
な
く
て
こ
れ

だ
け
が
頼
り
と
い
う
状
態
で
す
か
ら
、
一

度
無
理
だ
と
言
わ
れ
て
、
あ
の
と
き
は
私

も
家
内
も
困
っ
て
い
ま
し
た
。

ー
ー
心
臓
が
悪
く
な
っ
た
の
も
じ
ん
肺

と
関
係
が
あ
る
け
れ
ど
、
現
在
の
補
償
制

度
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
で
す
も
ん
ね
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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事
業
所
へ
行
く
べ

き
と
の
ユ
ニ
オ
ン

の
メ
ン
バ
ー
の
指

摘
な
、
と
¥
今
後
に

生
か
し
た
い

意
見
も
多
く

見
ら
れ
た
。

労
災
職
業
病
を
現
場
で

知
る
と
い
う
こ
の
合
宿
で

の
柱
に
加
え
¥
時
代
状
況

に
照
応
し
た
こ
れ
ま
で
に

な
い
試
み
も
取
り
入
れ
な

が
ら
¥
創
意
工
夫
あ
ふ
れ

陥
/
川
而
Y
川
陥
同
陥
瓜
Y
川
陥
同
/
川
/
川
両
/
川
/
川
両
陥
同
陥
両
ピ
叫
瓜
Y
川
ピ
叫
/
川

開
今
年
も
八
月

六
白
か
ら
八
日

に
か
け
て
¥
南

大
阪
・
尼
崎
労

働
フ
ィ
ー
ル
ド

合
宿
ガ
行
わ
れ

た。

初
巴
は
安
全
セ
ン
タ
ー
事
務

局
と
の
交
流
。
設
立
の
経
緯
や

現
在
に
至
る
活
動
、
最
近
の
外

国
人
労
働
者
問
題
に
ま
で
話
は

及
ん
だ
。
六
¥
七
日
は
米
運
で

の
米
担
ぎ
体
験
労
働
な
ど
ほ
ぼ

例
年
通
り
の
メ
ニ
コ

i
。
最
終

日
の
午
後
に
は
¥
菜
の
花
診
療

所
設
立
準
備
会
メ
ン
バ
ー
と
の

|
|
時
代
状
況
に
照
応
し
た
取
り
組
み
へ

交
流
会
。
診
療
所
の
構
想
に
始

ま
り
「
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
談
か
ら
「
診
療
所
を
鍵
に

し
た
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
の
重
要
性
を
め
ぐ
る
議
論
な

ど
も
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の
後
、

生
野
区
散
策
「
場
所
を
移
し
て

の
交
流
会
で
全
日
程
を
し
め
く

く
っ
た
。

近
年
学
生
の
参
加
者
が
少
な

め
な
の
は
¥
多
少
残
念
で
は
あ

る
が
「
内
容
的
に
は
、
劣
悪
な

労
働
条
件
に
置
か
れ
て
い
る
外

国
人
労
働
者
と
実
際
に
交
流
し

た
い
な
ど
学
生
の
意
欲
的
な
意

見
や
ー
未
組
織
の
中
小
零
細
の

る
由
一
旦
ガ
な
取
り
組
み
と
し
て
ー

次
回
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

~IIIIIII医
届11111111師
事illllllll~
尋1111111慮
級1111111毘
外11111111あ
い 111111111無
遇illiiik
安allllllll仰

対反

常
識
は
ず
れ
の
円
国
家
公
務
員
災
害
補
償

郵
便
局
の
女
子
職
員

M
さ
ん

は
ー
六
年
前
に
作
業
中
に
自
転

車
か
ら
転
落
し
「
腰
痛
症
と
頚

部
捻
挫
を
発
症
し
た
。
そ
の
後
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公
務
災
害
と
し
て
勤
務
時
間
内

の
通
院
を
続
け
て
き
た
が
「
こ

の
七
月
に
郵
政
局
か
ら
突
然
治

癒
認
定
通
知
ガ
送
ら
れ
て
き
た
。

確
か
に
症
状
は
頚
部
の
痛
み
が

一
進
一
退
を
繰
り
返
し
、
慢
性

的
と
言
っ
て
も
よ
い
状
態
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
「
こ
の
通
知

書
に
は
欄
外
に
簿
害
の
程
度
に

つ
い
て
「
等
級
外
」
と
い
う
判

断
が
別
記
さ
れ
て
い
た
。

確
か
に
認
定
通
知
の
前
に
「

郵
政
局
と
直
属
の
課
長
ガ
主
治

医
を
訪
ね
、
慢
性
的
な
症
状
が

残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て

帰
っ
て
は
い
る
が
、
障
害
等
級

を
決
め
る
ほ
ど
の
所
見
は
何
ら

持
ち
帰
っ
て
い
な
い
。
狐
に
摘

ま
れ
た
よ
う
な
通
知
は
、
始
め

か
ら
嘩
害
補
償
の
権
利
を
奪
う

も
の
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い

も
の
だ
。

現
在
ー
所
属
す
る
全
逓
労
組

の
支
部
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
¥

当
局
側
に
経
過
説
明
を
求
め
て

い
る
が
、
国
家
公
務
員
の
災
害

補
償
制
度
の
も
つ
歪
さ
を
現
す

事
態
と
言
え
よ
う
。

総組京
野勿き
春、支
登勾暴
会総習う

ま総選ケ

蘇一
九
七
一
年
五
月
二
七
日
に

敦
賀
原
発
に
作
業
の
た
め
入
り

被
曝
し
た
¥
岩
佐
嘉
寿
幸
さ
ん

の
「
放
射
線
皮
膚
炎
」
の
労
災

補
償
給
付
に
つ
い
て
「
労
働
保

険
審
査
会
の
審
理
が
こ
の
九
月

十
日
に
開
か
れ
る
。
昨
年
十
二

月
十
七
日
に
最
高
裁
判
所
は
、

労
災
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で

あ
る
岩
佐
訴
訟
に
つ
い
て
、
岩

佐
さ
ん
側
の
上
告
を
棄
却
す
る

判
決
を
下
し
ー
確
定
し
た
も
の

ニ
二
年
目
の
岩
佐
原
発
被
曝

と
な
っ
て
い
る
が
¥
労
災
保
険

上
の
業
務
上
外
の
判
断
に
つ
い

て
は
ー
裁
判
提
訴
と
同
年
に
敦

賀
労
基
署
に
請
求
し
た
労
災
補

償
請
求
に
つ
い
て
の
最
終
決
定

ガ
出
さ
れ
て
は
い
な
い
段
階
で

あ
っ
た
も
の
。
こ
れ
は
ー
請
求

人
側
か
ら
裁
判
の
結
果
ガ
出
る

ま
で
は
審
理
を
延
期
す
る
と
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る。
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
裁
判

は
、
放
射
線
下
作
業
の
発
注
元

の
日
本
原
電
を
相
手
取
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
が
¥
労
災
保
険
上

の
判
断
は
、
工
事
業
者
の
労
働

保
険
に
関
わ
る
も
の
で
¥
判
断

基
準
は
労
働
者
保
護
法
と
し
て

の
労
災
保
険
法
に
よ
る
因
果
関

係
が
問
わ
れ
る
も
の
と
な
る
。

裁
判
の
結
論
で
一
費
し
て
い
る

の
は
「
放
射
線
皮
噂
炎
は
否
定

で
き
な
い
が
、
被
曝
の
可
能
性

が
推
認
で
き
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ

岩
佐
さ
ん
が
何
処
で
被
曝
し
た

の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
ダ
メ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

診
断
の
確
実
性
が
立
証
さ
れ
、

被
曝
の
可
能
性
が
原
発
以
外
に

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
や

は
り
労
災
と
し
て
補
償
の
対
象

と
な
る
の
が
当
然
で
あ
る
う
。

審
査
会
の
判
断
ガ
注
目
さ
れ
る
。

-10-
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交
替
制
勤
務
と
労
働
者
の
健
康
②

写

真

サ
ル
と
人
間

有
名
な
実
験
の
一
つ
に
、
人
間
と
猿
と

比
較
し
て
、
人
聞
が
徹
夜
の
夜
勤
生
活
を

続
け
る
と
ど
う
な
る
か
、
そ
し
て
、
猿
が

そ
れ
を
す
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。

体
温
は
、
人
間
の
場
合
は
昼
間
高
く
て

深
夜
に
低
く
な
る
カ
l
ブ
を
描
き
ま
す
。

猿
も
同
じ
よ
う
な
カ
l
ブ
を
描
き
、
人
間

と
同
様
な
サ
l
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
猿
を
お
り
の
中

に
入
れ
て
、
昼
間
に
暗
幕
を
か
け
て
人
工

的
な
「
夜
」
を
作
り
、
夜
間
に
照
明
を
付

け
て
「
昼
」
を
作
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

三
食
の
食
事
を
与
え
ま
す
。
そ
う
す
る
と

酒

井

猿
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
生

活
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
約
二
週
間
続

け
る
と
猿
は
単
に
だ
ま
さ

れ
て
生
活
を
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
か
ち
り
だ
の
中
の

体
温
の
パ
タ
ー
ン
は
き
れ

い
に
逆
転
し
、
つ
ま
り
、

サ
!
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム

の
逆
転
が
お
守
」
り
ま
す
。

こ
れ
を
、
私
た
ち
は
「
生

理
的
な
適
応
が
起
こ
っ
た
」

と
考
え
ま
す
。

で
は
、
人
聞
は
ど
う
な

る
か
。
人
間
な
の
で
だ
ま

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か

ら
、
被
験
者
と
話
し
合
い 歯

寸
t十
1
1

(
労
働
科
学
研
究
所
労
働
生
理
・
心
理
学
研
究
部
)
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を
し
て
、
実
験
の
た
め
の
逆
転
生
活
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。
実
験
期
間
は
、
一
ヶ
月

あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
長
い
例
で
は
三

ヶ
月
と
か
で
す
。
も
し
、
猿
の
よ
う
な
カ

ー
ブ
が
出
て
く
る
と
人
間
は
生
理
的
に
適

応
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
こ
の

生
活
を
十
日
や
っ
て
も
、
猿
の
よ
う
に
体

温
リ
ズ
ム
の
逆
転
は
起
こ
っ
て
き
ま
せ
ん
。

一
日
で
言
う
と
、
体
温
が
平
坦
化
し
て

き
で
し
ま
い
ま
す
。
普
通
、
体
温
の
最
も

高
い
と
こ
ろ
と
低
い
と
こ
ろ
の
差
が
、

0

・
五
℃
か
ら
一
℃
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、

平
坦
化
し
て
き
で
、

0
・
二
℃
か
ら
0
・

三
℃
の
間
で
動
き
ま
す
。
体
温
の
他
に
も
、

血
圧
も
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
の
し
か
た
わ
川

ど
も
逆
転
ば
し
て
き
ま
せ
ん
。

時
刻
の
社
会
的
意
味
を
知
る

な
ぜ
な
の
か
。
そ
れ
は
、
人
間
の
持
っ

て
い
る
サ
l
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
が
か
な

り
強
固
に
残
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
言
え

る
の
は
、
猿
の
場
合
に
逆
転
す
る
と
い
う

の
は
「
光
」
が
キ
ュ

l
(
キ
l
)
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
人
間
の
場
合
、
「
時

刻
」
の
社
会
的
意
味
を
知
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。夜

勤
交
替
勤
務
を
長
く
し
て
い
る
人
と

話
を
す
る
と
、
「
絶
対
オ
レ
は
適
応
で
き

る
よ
」
と
言
う
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
当
然
で
、
適
応
し
て
い
か
な

い
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
の
生
活
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
の
で
、
一
生
懸
命
、
い
ろ
ん
な

生
活
の
調
整
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
だ
か

ら
自
分
で
は
適
応
し
て
い
る
と
思
う
わ
け

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
適
応
と
い
う
の

は
、
見
か
け
の
適
応
で
あ
っ
て
、
か
ら
だ

の
中
の
こ
と
を
見
る
と
、
(
サ
l
カ
デ
ィ

ア
ン
リ
ズ
ム
の
)
完
全
な
逆
転
は
起
こ
っ

て
は
い
な
い
の
で
す
。

そ
の
原
因
は
、
深
夜
に
働
い
て
い
て
も
、

例
え
ば
、
深
夜
二
時
に
は
「
家
族
は
寝
て

い
る
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
は
わ
か
っ
て

い
て
、
そ
の
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
が
逆
転

さ
せ
な
い
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
、
リ
ズ
ム
を
形
成
す
る
キ
ュ
ー
が
、

猿
の
場
合
に
明
る
さ
や
温
度
で
あ
っ
た
り

す
る
も
の
が
、
人
間
の
場
合
は
そ
う
い
う

も
の
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。
こ
れ
を
、
ド
イ
ツ
語
で
「
サ
イ
ト

ゲ
l
パ
i
」
(
時
間
同
調
因
子
)
と
い
い

ま
す
。
時
刻
の
持
っ
て
い
る
社
会
的
意
味

を
人
聞
が
知
っ
て
い
る
こ
と
が
、
逆
転
さ

せ
な
い
理
由
の
一
つ
、
キ
ュ
ー
に
な
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
フ
ト
・
ラ
グ
と
ジ
ェ
ッ
ト
・
ラ
グ

も
う
一
つ
、
人
間
が
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
時

差
が
十
二
時
間
あ
る
地
球
の
裏
側
に
行
っ

た
と
き
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
夜
勤
の

場
合
も
そ
う
し
た
時
間
の
ず
れ
が
あ
る
わ

け
で
、
時
差
の
あ
る
所
へ
行
っ
た
場
合
と

夜
勤
の
場
合
と
で
は
違
う
の
か
と
い
う
問

題
で
す
。

月
次
号
に
つ
づ
く
)

円
/
心
】



写
真
を
目
の
前
に
し
て
首
を
ひ
ね
る
ば

か
り
の

K
さ
ん
。
見
て
い
る
の
は
、
い
ま

急
ピ
ッ
チ
で
建
設
が
進
め
ら
れ
る
関
西
国

際
空
港
島
の
全
体
を
、
上
空
か
ら
写
し
た

航
空
写
真
だ
。

K
さ
ん
は
去
年
の
九
月
に
韓
国
か
ら
短

期
滞
在
ビ
ザ
で
来
日
し
、
土
木
作
業
な
ど

に
従
事
し
て
い
る
・
出
稼
ぎ
労
働
者
だ
。
五

月
な
か
ば
か
ら
、
あ
る
親
方
の
下
で
関
西

国
際
空
港
の
工
事
現
場
で
働
く
こ
と
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
経
っ
た

二
六
日
の
昼
食
休
憩
後
、
現
場
に
行
こ
う

と
梯
子
を
降
り
る
と
き
、
足
を
か
け
た

パ
イ
プ
が
外
れ
て
転
落
し
、
左
足
首
を
骨

折
し
て
し
ま
っ
た
。
当
初
は
親
方
が
補
償

を
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

一
ヵ
月
に
な
っ
て
も
治
療
費
す
ら
も
ら
え

、
全
部
自
分
で
負
担
す
る
と
い
う
状
態

続
い
て
い
た
。

怪
我
を
し
た
現
場
は
何
処
?

七
月
は
じ
め
、
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受

け
た
と
き
は
、
左
足
を
ギ
プ
ス
で
固
定
し

て
松
葉
杖
で
歩
く
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

労
災
保
険
の
補
償
給
付
請
求
を
し
よ
う
に

も
、
直
接
一
雇
っ
て
い
た
親
方
に
全
く
協
力

の
意
志
が
な
い
ら
し
い
。

K
さ
ん
は
日
本

語
が
全
く
で
き
な
い
か
ら
元
請
け
会
社
の

名
前
も
分
か
ら
な
い
。
「
何
か
現
場
の
看

板
に
書
い
で
あ
っ
た
漢
字
を
覚
え
て
い
な

い
か
?
」
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
い
た

マ
l
ク
は
?
」
「
ど
ん
な
と
こ
ろ
の
工
事

だ
っ
た
?
」
と
い
っ
て
も
、
分
か
っ
た
の

は
Y
と
い
う
一
次
下
請
会
社
の
名
前
ら
し

き
も
の
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
た
が
な
い
の

で
、
休
業
補
償
給
付
請
求
書
を
病
院
で

作
っ
て
も
ら
い
、
空
港
島
を
所
轄
す
る
岸

和
田
労
基
署
ヘ
。

手
が
か
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
そ

れ
で
は
航
空
写
真
で
、
「
働
い
て
い
た
の

は
ど
の
へ
ん
だ
っ
た
か
?
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
現
在
、
関
西
国

際
空
港
で
の
工
事
の
数
、
つ
ま
り
労
働
保

険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
事
業
数
は
百
を

超
え
て
い
る
。
そ
の
中
の
ど
こ
で
の
労
災

な
の
か
。
発
注
主
で
あ
る
空
港
会
社
に
手

が
か
り
は
な
い
か
と
問
い
合
わ
せ
て
も
、

K
さ
ん
の
名
前
は
デ
l
タ
の
中
に
な
く
、

最
終
的
に
は
島
に
渡
り
、
ど
こ
だ
っ
た
か

見
て
回
る
し
か
な
い
の
で
は
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

町
、

υ

K
さ
ん
の
や
っ
て
い
た
仕
事
は
、
鉄
筋

を
運
ん
だ
り
、
ネ
ジ
を
締
め
た
り
と
い
う

も
の
で
日
当
は
一
万
七
千
円
。
親
方
の

H

に
連
れ
ら
れ
、
鉄
筋
専
門
の
会
社
Y
の
手

元
(
補
助
的
な
作
業
員
)
と
し
て
空
港
島

問
問
除
隊
u



の
現
場
に
入
っ
た
の
だ
っ
た
。
怪
我
を
し

た
後
、
仕
事
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
待
機

し
、
仕
事
が
終
了
し
た
夕
方
に
親
方
ら
と

と
も
に
陸
に
あ
が
り
、

Y
社
の
車
で
駅
ま

で
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
。
親
方
は
、

駅
で
待
ち
合
わ
せ
て
、
一
緒
に
帰
り
そ
の

後
の
対
処
を
考
え
る
つ
も
り
の
よ
う
で

あ
っ
た
が
、
言
葉
の
通
じ
な
い

K
さ
ん
に

そ
の
こ
と
は
十
分
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
。

結
局
K
さ
ん
は
同
じ
韓
国
人
の
同
僚
と

大
阪
市
内
へ
帰
り
、
近
所
の
親
切
な
在
日

韓
国
人
に
病
院
を
紹
介
さ
れ
受
診
し
た
の

だ
っ
た
。

当
初
、
親
方
も
K
さ
ん
も
そ
れ
ほ
ど
治

療
が
長
引
く
と
は
思
わ
な
か
っ
た
か
ち
り
、

家
ま
で
毎
日
来
る
な
ら
日
当
分
を
補
償
す

る
と
い
う
こ
と
で
話
が
つ
い
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
松
葉
杖
で
身
動
き
を
取
り
に
く

い
K
さ
ん
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
親
方
も
見

舞
い
に
来
な
い
と
い
う
状
態
が
続
き
、
話

は
こ
じ
れ
て
き
た
と
い
う
わ
け
だ
。

同
僚
韓
国
人
の
記
憶
手
が
か
り
に

元
請
け
不
明
の
ま
ま
一
週
間
が
過
ぎ
、

労
基
署
が
親
方
の
電
話
番
号
の
と
こ
ろ
に

電
話
し
て
も
シ
ラ
を
切
る
状
態
が
続
い
た
。

そ
の
当
時
一
緒
に
働
い
て
い
た
同
僚
の
韓

国
人
労
働
者
を
捜
し
当
て
、
会
社
名
を
覚

え
て
い
な
い
か
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
同
僚
も
一
次
下
請
の
会
社
名
は
覚
え

て
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
以
上
は
思

い
出
せ
な
い
。
も
う
直
接
行
っ
て
確
か
め

る
し
か
な
い
か
と
話
し
合
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
も
う
一
人
一
緒
に
い
た
と
い
う
別
の

労
働
者
と
電
話
で
連
絡
が
と
れ
た
。
そ
の

労
働
者
は
現
場
で
も
ら
っ
た
タ
オ
ル
に
書

か
れ
た
一
元
述
調
会
社
の
名
前
T
を
覚
え
て
い

た
の
だ
っ
た
。

翌
日
、
直
ち
に
建
設
大
手
で
あ
る
T
社

の
大
阪
支
屈
の
担
当
課
に
電
話
連
絡
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
日
の
う
ち
に

K
さ
ん
の
労

災
事
故
発
生
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
三

日
後
に
は
一
次
下
請
Y
社
の
労
務
課
長
と

親
方
H
が
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
労
災
補
償

請
求
手
続
き
を
取
る
こ
と
を
約
束
し
、
一

件
落
着
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
に
行
き
着
く
ま
で
に
、
親
方

の
H
さ
ん
の
口
か
ら
や
り
取
り
の
な
か
で

様
々
な
言
葉
が
出
て
き
た
。
「
忙
し
い
な

か
で
、
何
と
か
え
え
よ
う
に
と
思
っ
て
い

る
の
に
勝
手
な
行
動
で
ダ
メ
に
な
っ
た
。
」

K
さ
ん
は
日
本
語
を
話
せ
な
い
。
病
院
へ

行
く
の
も
親
切
な
近
所
の
在
日
韓
国
人
の

世
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
る
H
さ
ん
こ
そ
勝
手
な
も
の
だ
。
ま
た

こ
う
も
言
っ
た
。
「
話
を
聞
い
て
、
金
を

く
れ
た
ら
K
を
黙
ら
せ
て
や
る
と
い
う
奴

が
い
た
け
れ
ど
断
っ
た
ん
や
。
」
と
ん
で

も
な
い
話
だ
。
資
格
外
就
労
者
で
弱
い
立

場
の
労
働
者
を
黙
ら
せ
る
の
は
、
こ
の
業

界
の
下
請
構
造
と
い
う
特
徴
か
ら
く
る
最

も
排
除
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
、
だ
。

建
設
業
界
は
、
災
害
多
発
職
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
近
頃
は
表
向
き
に
は
か
な
り
の

対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は

K
さ
ん
の
実
例
の

よ
う
に
、
相
変
わ
ら
ず
の
労
災
隠
し
が
横

行
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
垣
間
見
え

る
の
で
あ
る
。
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一一一一は今大

R
I総
合
セ
ン
タ
ー
の
小
泉
さ
ん
と
小
を
合
わ
せ
、
測
定
器
を
贈
り
ま
し
た
。

生
の
計
七
人
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
男
ば
今
回
贈
っ
た
測
定
シ
ス
テ
ム
の
内
訳
は
、

か
り
、
そ
れ
も
古
く
か
ら
の
反
原
発
運
動
食
品
用
測
定
器
一
式
と
、

7
線
の
空
間
線

の
闘
土
ば
か
り
と
い
う
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
量
を
測
る
携
帯
型
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー

救
援
の
市
民
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
ち
ょ
っ
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
が
五
台
。
ま
た
、
こ
の
測

と

異

色

の

集

団

で

し

た

。

定

器

の

使

い

方

を

ロ

シ

ア

語

で

説

明

し

た

ビ
デ
オ
と
テ
レ
ビ
の
セ
ッ
ト
も
お
く
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
携
帯
型
の
コ
ピ
!
機
も

用
紙
と
一
緒
に
お
く
つ
て
き
ま
し
た
。

第
二
次
調
査
に
参
加
す
る

今
年
も
、
ベ
ラ
ル

l
シ
の
汚
染
地
帯
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
行
っ
た
チ
ェ
チ

ェ
ル
ス
ク
地
区
に
も
調
査
の
報
告
を
一
度

き
ち
ん
と
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
お
く
る

会
の
カ
ン
パ
も
ま
た
約
六
百
万
円
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
今
夏
も
出
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
放
射
能
測
定
器
を

お
く
る
会
の
今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
、
市
民

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
松
岡
さ
ん
、
困
問
子

院
大
学
の
菅
井
さ
ん
、
側
環
境
デ

l
タ
の

大
東
さ
ん
、
新
潟
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
反
核
医
師
の
会
の
花
沢
さ
ん
、
柏
崎
地

区
労
元
議
長
の
矢
代
さ
ん
、
昨
年
同
様
東

ク
リ
チ
ョ
フ
地
区
に
測
定
器
を
お
く
る

七
月
二
七
日
に
成
田
空
港
を
た
っ
た
後
、

モ
ス
ク
ワ
で
一
泊
し
、
昨
年
も
乗
っ
た
夜

行
の
寝
台
列
車
で
モ
ギ
リ
ョ
フ
州
の
州
都

モ
ギ
リ
ョ
フ
市
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
広

い
畑
と
森
が
続
く
道
を
パ
ス
で
約
二
時
間

揺
ら
れ
て
、
今
回
の
目
的
地
ク
リ
チ
ョ
フ

地
区
に
着
き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
市
長

さ
ん
を
初
め
、
保
健
局
の
メ
ン
バ
ー
と
顔

F
h
u
 

ク
リ
チ
ョ
フ
地
区
と
は

今
回
測
定
器
を
お
く
つ
て
き
た
ク
リ
チ

ョ
フ
地
区
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
炉

か
ら
直
線
距
離
で
北
東
に
約
二
七
O
M
一離

れ
た
人
口
四
万
五
千
人
の
工
業
都
市
で
す
。

地
区
の
約
半
分
が
一
キ
ュ
リ
ー
/
凶
以
上



に
汚
染
さ
れ
た
地
域
で
す
。
最
高
十
五
キ

ュ
リ
ー
/
凶
ま
で
汚
染
さ
れ
た
地
域
も
あ

り
ま
す
。
汚
染
地
図
で
は
黄
色
と
茶
色
の

部
分
に
該
当
し
ま
す
。
事
故
炉
か
ら
約
二

百
k
m
離
れ
た
高
濃
度
汚
染
地
帯
の
ち
ょ

う
ど
北
端
に
位
置
し
ま
す
。

こ
の
町
を
訪
れ
て
い
ち
ば
ん
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
、
町
の
中
心
部
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
る
セ
メ
ン
ト
工
場
で
し
た
。
日
本
で

は
も
う
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
灰
色
の
煙

を
も
く
も
く
と
放
出
す
る
大
煙
突
で
す
。

す
ご
い
量
の
ば
い
じ
ん
を
二
四
時
間
吐
き

出
し
続
け
て
お
り
、
周
辺
の
人
家
の
屋
根

は
白
く
ほ
こ
り
が
堆
積
し
て
お
り
、
公
害

が
気
に
な
り
ま
し
た
。
ク
リ
チ
ョ
フ
の
こ

の
セ
メ
ン
ト
工
場
は
一
九
コ

5
年
代
か
ら

生
産
を
開
始
し
、
ソ
連
で
も
代
表
的
な
工

場
だ
そ
う
で
す
。
公
害
防
止
装
置
な
ど
付

け
て
お
ら
ず
、
ば
い
じ
ん
や
有
害
ガ
ス
は

た
れ
流
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

鉄
道
の
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
大
き
な
引
き

込
み
線
が
あ
り
、
貨
車
が
何
台
も
留
ま
っ

て
ま
し
た
。
企
業
城
下
町
と
い
う
こ
と
で

言
え
ば
、
水
俣
の
イ
メ
ー
ジ
に
頭
の
中
で

重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
場
で
は
年
間

一
三
O
万
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
生
産
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
九
O
O
万
足
の

長
靴
を
生
産
す
る
ゴ
ム
製
造
工
場
、
建
設
、

運
輸
関
係
の
協
同
組
合
(
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
)
、
食
肉
、
牛
乳
加
工
工
場
が
あ
り
、

農
業
従
事
者
は
少
な
く
、
工
場
労
働
者
の

町
だ
そ
う
で
す
。
放
射
能
汚
染
も
あ
る
が

空
気
中
の
ば
い
じ
ん
濃
度
が
高
く
、
セ
メ

ン
ト
工
場
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
ば
い
じ
ん

と
有
害
ガ
ス
に
よ
る
公
害
が
あ
る
と
い
う

説
明
を
保
健
局
の
担
当
者
か
ら
受
け
ま
し

た
。
塵
肺
な
ど
で
若
く
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
ず
、
年
金
生
活
を
す
る
人
も
相
当
い

る
よ
う
で
し
た
。

八
六
年
事
故
後
、
汚
染
レ
ベ
ル
が
低
か

っ
た
た
め
地
区
か
ら
移
住
を
希
望
し
た
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
逆
に
ベ
ラ
ル

l
シ

政
府
の
方
針
で
高
濃
度
の
汚
染
地
域
か
ら

移
住
し
て
き
た
人
た
ち
が
住
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
子
供
た
ち
の
中
に
は
甲

状
腺
異
常
の
症
状
を
示
す
割
合
が
増
加
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

-16-

ク
リ
チ
ョ
フ
の
セ
メ
ン
ト
で

石
棺
を
作
る

後
日
、
お
別
れ
の
パ
ー
テ
ィ

i
の
席
で

市
長
さ
ん
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
、
八
六
年

の
事
故
後
、
石
棺
を
作
る
た
め
の
セ
メ
ン

ト
を
鉄
道
を
使
っ
て
ク
リ
チ
ョ
フ
か
ら
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
ま
で
送
り
だ
し
た
と
の
こ



と
。
昨
年
事
故
炉
と
対
面
し
、
赤
茶
け
た

石
棺
の
老
朽
化
に
驚
か
さ
れ
た
の
で
す
が
、

同
時
に
石
棺
を
作
る
の
に
大
量
の
セ
メ
ン

ト
を
ど
こ
か
ら
運
ん
だ
の
か
と
疑
問
に
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
意
外
な
と
こ
ろ
で

巨
大
な
セ
メ
ン
ト
工
場
と
対
面
し
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
事
故
の
後
始
末
の
た
め
に
若
者

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
考
え
る

続
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
考
え
る

外

国

人

労

働

者

と

労

働

災

害

Z
入
間
切
件
国
同
巴
編
著

1

1

1

1

手
、
の
相
例
仲
机
ー
と
也
夫
捻
切
ハ

Mt川

W
A
A

医
療
現
場
か
ら
の
提
言
被
災
外
国
人
労
働
者
の
人
権
外
国
人
労
働
者
の
労
働
災
害
と
法
的
救
済
「
外
国
人
労

働
者
の
労
災
白
書
」
が
明
ら
か
に
し
た
も
の
外
国
人
労
働
者
の
労
災
白
書
外
国
人
労
働
者
労
働
災
害
事
件
事
例

災
害

Q
&
A

ヰ
と
関
采
関
・

FR

引

白

面

¥

四

円

2
2
2
2
2
2
2
m諺

E

九
二
件
工
夏
嗣
刻
一
・
時
，
A
Z
カ
ン
パ

約
三

0
0
人
志
願
し
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
事
故
処
理
に
出
か
け
た
が
、
既
に
百
人

ほ
ど
が
亡
く
な
り
、
健
康
を
害
し
て
い
る

人
も
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
(
つ
づ
く
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
有
効
性
は
?

増
刷
が
で
き
ま
し
た
。

B
5
泣
頁
四
百
円

続
編
連
載
分
が
冊
子
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
の
状
況
な
ど
。

B
5
n頁
三
百
円

発発
売行

海
風
書
房

現
代
書
館

※
お
申
込
み
は
安
全
セ
ン
タ
ー
ま
で

八
、
爪
川
w

d

」
凶
W
捌
『
引
N
H

爪川
W

・制加
W
引
利
川

2
2
2
2
2
2
 

年
齢
労
働
者
、
福
祉
労
働
者
の
安
全
衛
生
や
補
償
制
度
、
指
曲

が
り
症
の
公
務
災
害
認
定
問
題
、
あ
る
い
は
は
り
・
き
?
っ
訴

訟
、
じ
ん
肺
訴
訟
な
ど
山
積
す
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る

覚
悟
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夏
期
一
時
金
カ
ン
パ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
も
二

O
五
万
二
四
O
O
円
(
八
月
三
二
日
現
在
)

に
上
る
多
額
の
カ
ン
パ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

菜
の
花
診
療
所
設
立
、
外
国
人
労
働
者
問
題
、
未
組
織
の
高

ウ

i



七

爪山
W

桝
新
聞
開
園
司
ル
古
苧

り

七七 七 七七七. . . .. 
一一 四二一
五ニ

認定と 裁の平決jし、重県一 六人シン 外鉱業中「 一湾台 ーボン 影響等( 年間で す経斉 神

TN 死亡ガポ 北海遵金 の 人が軽べ、 に労働省、 ハ 受るけ同友会 市舞戸

が 人の造船所 時効差別な ん訴訟1市 。爆発事古で文、 。ン工 研究会 兆円、け ス現行 ネ
マ 以上 の被告 べ事現場 四家族単位入テ ルン の 一千億 れムで

死認定長の 。裁半たIj 。タン は、、 本人 アセ 試の算 百卜

初めは死業務上を で、は職業病 力1 へ0裁札幌地イ友金主 人含を士 消局員防。チガレン )及に発表を入れる 。 が崩落ン

量局と 災が火 の属鉱山 む ス ぼす。社と現状 補完を
。 、、

七 七七 七 七七. . 
一一 一 一一一 一一 一一
九八 0 七六

ニ よ主る経連 [~ ー 鉄室蘭 社 [~ 鉄鉱業 地セ (地裁岩市固
六 は こ のわ O~ j}/)原告相手を
。「 属じ 月 訴えだ のじ タ
- 当で i は

短縮すlこ」 短時訴訟肺が ユを 作業員が 、さ 職員た

を 正案で 。九O ニ なガつ 製南油阪 で は国るタため 東京高裁 限度」内

待問台 。 士爆発号 。 シ、 も と し訴え
限 。 百四会1~分余 原告 認定死 棄てを
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昭
和

ω午
ω月
幼
什
第
:
随
一
郵
便
物
認
可

一二一二一一ニ貝毒言売米斗己食玄E:OJ去三安口らそさ

関西労災職業病の頒価については、長らく l部100円、年間購読料2000円の

低額を維持してきましたが、今号 (8月号)より次の通り改めることと致しま

した。今後は、さらに誌面の充実につとめ、労働者側からの労災職業病、労働

安全衛生対策に役立つ機関誌として成長させたいと考えています。購読者、会

員の方々のご理解、ご協力をいただきたくお願い申し上げます。

く〉新頒価 l部 200円

。新年間購読料 l部 3000円

時 11 2部 4800円 3部以上 1部につき2400円増

選 11 0会員購読料 会員への l部無料配付についてはこれまで、通り、 2部以

1 上については 1部につき150円増とします。
業 11

~~ 11 (会費 l口1000円はこれまでと変わりありません。)

8 
月
1-"1 
アプ

初
号
)
小山年
8
月
刊
日
発
行

(
毎
月
一
同
同
日
発
行

なお、料金改定は今号ニ 8月号(209号)からとなりますので、 7月号までに

年間購読料の請求時期がある場合には、 l年に限り旧料金で請求させていただ

くこととします。同様に、すでに年間購読料をいただいている場合の 8月号以

降分、また 7月号までの新規購読 l年分についても旧料金とします。

購読料、会費のお支払いは郵便振替、銀行振込をご利用下さい。なお新規購

読などの場合にはその旨通信蘭にご記入いただくか、別途電話などでご連絡く

ださし、。

・郵便振替口座大阪6-315742 ・大阪労働金庫梅田支応普通1340284

名義関西労働者安全センター rnL(06)538-0148 恥 (06)541-2712
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